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第１章 熊谷市自転車活用推進計画の趣旨 

 計画策定の背景 

近年、我が国では自転車利用を促す取組が急速に進められており、平成29年（2017年）

5 月 1 日に「自転車活用推進法」が施行され、国は自転車活用推進計画の策定が義務付け

られました。都道府県は国の推進計画を勘案して都道府県自転車活用推進計画を策定する

よう努め、市町村は都道府県の推進計画を勘案して市町村自転車活用推進計画を策定する

よう努めるものとされています。 

国は、平成30年（2018年）6月に、自転車活用の推進に関する総合的かつ計画的な推進

を図ることを目的とし、令和2年（2020年）までを計画期間とする「自転車活用推進計画」

を閣議決定しました。 

その後、コロナ禍における生活様式・交通行動の変容、情報通信技術の発展、高齢化等

も踏まえた「安全・安心」の要請といった社会情勢の変化や今後の社会の動向を見据えつ

つ、持続可能な社会の実現に向けた自転車活用の推進を一層図るため、令和3年（2021年）

5月28日に「第2次自転車活用推進計画」（以下「国の推進計画」という。）を閣議決定し、

「都市環境」、「健康増進」、「観光振興」、「安全・安心」に関する4つの目標を基に、実施

すべき22施策を掲げています。 

埼玉県では、令和2年（2020年）3月に埼玉県自転車活用推進計画（以下「県の推進計

画」という。）が策定され、「安心・安全な自転車活用による健康長寿埼玉の実現」、「サイ

クルツーリズムの推進による観光立県埼玉の実現」、「良好な都市の形成による自転車が使

いやすい埼玉の実現」に関する3つの基本目標に8施策が掲げられています。 

このことから、本市では、近年の健康ブームや環境負荷の軽減に関する意識の高まりな

どを背景に自転車利用のニーズが高まってきていることを踏まえ、「熊谷市環境基本条例」

の基本理念に基づき、環境負荷の少ないまちづくりを推進していくとともに、自転車の利

活用を推進し、環境負荷の軽減、市民の健康増進、観光振興、安心・安全を総合的かつ計

画的に推進するために「熊谷市自転車活用推進計画」を策定します。 
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図 １-１ 第２次自転車活用推進計画の概要 

（出典：国土交通省HP） 
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図 １-２ 埼玉県自転車活用推進計画の概要 

（出典：埼玉県自転車活用推進計画より作成） 
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 計画の位置付け 

本計画は、国や県の推進計画の基本目標や施策を勘案し、市の上位・関連計画との整合

を図りつつ、本市の自転車活用に関する最上位計画として以下のように位置付けます。ま

た、関連計画は、国の推進計画の4つの目標に基づき、分野ごとに整理します。 

 

 

図 １-３ 本計画の位置づけ  
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 ＳＤＧｓの取組 

本市は「ＳＤＧｓ日本モデル」宣言に賛同しており、市の実情に合わせた目標の選択を

行い、多様な取組によりＳＤＧｓの浸透と達成を推進していきます。 

自転車の活用を推進することにより、持続可能な開発目標であるＳＤＧｓにおける17の

目標のうち、「目標3：すべての人に健康と福祉を」、「目標8：働きがいも経済成長も」、「目

標11：住み続けられるまちづくりを」、「目標13：気候変動に具体的な対策を」の目標に貢

献することが期待できます。 

表 １-１ 本市の自転車の活用推進と関連するＳＤＧｓの目標 

健康増進 観光振興 都市環境 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画の期間 

熊谷市自転車活用推進計画の計画期間は、国や県の推進計画や市の上位計画を踏まえ、

令和4年度から令和8年度までの5か年とします。 

 

図 １-４ 本計画の計画期間  

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 〜 R23

国 ⾃転⾞活⽤推進計画

県 ⾃転⾞活⽤推進計画

都市計画マスタープラン

⾃転⾞活⽤推進計画

計画期間

第２次総合振興計画

H30

H30.6

市
前期基本計画

基本構想

第１次計画 第２次計画

後期基本計画 基本計画

次期計画

第1次計画

都市計画マスタープラン（R23まで）

基本構想

第２次計画 次期計画

次期計画⾃転⾞活⽤推進計画

■持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは 

持続可能な世界を実現するための包括

的な17の国際目標です。地球上の「誰一

人」として取り残さない」社会の実現を

目指し、経済・社会・環境をめぐる広範

囲な課題に対する統合的な取組が示され

ています。 




